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7月号

5 (水 ) 　理系ジョイント(遠足)
5～6 (水 )～ (木 )俳句カフェ(商業科商品販売)
10 (月 ) 　第1回オープンハイスクール
  　（いたみホール)
27 (木 ) 　理系ジョイント(実験)

8 月行事予定先生の横顔

社会と連携した多くの顔を持つ教員

　情報科の教員である畑井克彦先生は、総務省地域情報化アドバイザー、兵庫

県被爆二世の会の会長など様々な社会的活動を全国的に行っています。また、

阪神・智頭 NPO センターの活動では、兵庫県伊丹市と鳥取県智頭町という県

を越えた地域活動に貢献しています。これまでに培った人脈を活用し、本校の

絆が光った熱い 2 日間！絆が光った熱い 2 日間！絆が光った熱い 2 日間！ 6 月 12 日（金）・13日（土）
SCHOOL FESTIVAL

　今年の市高祭（文化祭）は “みんなで創りみんなで届ける文化祭！みんなの笑
顔があったかいんだからぁ～♪”をテーマに行われました。クラス対抗で展示部門、
壁画部門とステージ部門でそれぞれ表彰がありました。各部門とも例年以上の完
成度で、クラス一丸となった頑張りが伺えました。

　各クラス良いものを作りたいと力を合わせ、見ごたえのある展示物がそろいました。今年はクラス
展示に加え、トトロをモチーフにした正門アーチの装飾やたこせんなどの模擬店も行い、市高祭を盛
り上げました。文化祭を通して、クラスの団結力が一層高まったように感じます。展示部門では６組
のお化け屋敷が最優秀賞に輝きました。

　3年生は、クラスの持ち味を活かした劇を披露しました。高校生活最後の文化祭ということもあって、準備期間も限られ
た中でクラスが全力を尽くしました。各クラス、役者はもちろんのこと、大道具や衣装などよく凝っていました。裏方を担
当した人もよくがんばりました。苦労し、やりきった人ほど、この経験が今後の人生で大きな糧となるでしょう。

2 年生

　初めての文化祭に、当初は右往左往していた生徒たちもすぐに仲間と
協力し、各クラス個性あふれる作品を作り上げました。展示部門では１
組「２組のとなりの１組のトトロ」が特別賞、５組「フラッシュモブ」
が優秀賞、そして壁画部門では５組が見事に最優秀賞を獲得しました。

特別賞３－１「ＧＣ　ＳＴＯＲＹ」
優秀賞３－２「２組でグリム童話をやってみた結果」　
              ３－４「セブンドワーフズ　－白雪姫救出作戦－」

1 年生

3年生

最優秀賞３－７「ＬＡＳＴ　ＪＫ　戦闘物語」
　まとまりが無く、最後までなかなか全員がそろいませんでしたが、
時間の無い中でも責任を持って役割を果たすことのできた結果だと思
います。初めて努力が実りました。

　今年は例年に比べ作品が少なかったですが、たくさんの人が見に来て下さったのでよかったです！「クラ
ゲアート」では、すずしい感じがしていいね！と声をいただき、頑張った甲斐がありました。今年は１年生
が２人入部し、計３人で次の展示会に向けて頑張ります！

　今回は初めての試みとして、ディズニーアニメーションの『シンデレラ姫』のアフレコを全
学年総員で行いました。部員は 1 年生 3 名、2 年生 1 名、3 年生 3 名ですが、練習の成果を
観衆の前で発表できたことは、今後の自信にもつながったのではないかと思います。これから
も充実した活動を行い、実践的な英語を目指します。

美術部

ESS 部

第
1回土曜公開講座

～人と人がつながることはとって
も重要！～ 　６月６日（土）、平成２７年度第１回土曜講座を実施しま

した。「信頼の高い社会をつくるために～人をつなぎ、地域
課題を解決する」という演題で関西大学社会学部の与謝野
有紀教授の講演でした。「信頼学」の観点から、地域の人々
がつながることによって町がお金をかけずに良くなった実
例や、人が死なないための防災等、生徒・保護者・地域住
民の方が一緒に学びました。

総体特集
『有言実行』 レスリング部 『文武両道』 なぎなた部

インターハイ出場決定！

平成27年度　第59回兵庫県高等学校総合体育大会
●レスリング部
学校対抗戦　優勝
個人対抗戦
50kg 級　優勝　加藤　優輝　55kg 級　優勝　弓削　　仁　
66kg 級　優勝　小山征一郎　84kg 級　優勝　芝　　知樹　
96kg 級　優勝　田中　颯人　

上記の者は全国総体出場
60kg 級　2位　今村　有希 　55kg 級　3位　上野　大地　
74kg 級　3位　小峰　一輝 　66kg 級　4位　河島　祐輔　
96kg 級　4位　小峰　尚輝

総体結果、続々と…
●なぎなた部
県総体
　団体　2位（井上・勢理客・前川・内田・辻井・藤浪・村上）
　演技　2位　勢理客 咲季・前川 結依子組
　　　　3位　内田 楓・辻井 紗都季組
　全国総体へ

●自転車競技部   
近畿総体
　3kmIP　　     　8位　道盛　裕哉
　4km速度競争　8位　梶　　鉄輝
県総体
　3kmIP　　　3位　道盛　裕哉
　スクラッチ　2位　梶　　鉄輝

●体操部
近畿総体
　出場　松本　早紀、羽山　千咲　
県総体
　団体　5位（松本・飯迫・小椋・羽山）

●水泳部
県総体
　100m平泳ぎ　8位　齋藤　未来　
    200m平泳ぎ　6位　齋藤　未来             　2種目で近畿総体へ

※学校対抗戦・個人対抗戦優勝者は全国高校総体（インターハイ）に
出場します。
　上記入賞者は近畿大会に出場。

　創部２年と3ヶ月。『有言実行』をスローガンに掲げ、3年計画で実
現してきました。新入生も入部し、選手 12 名、マネージャー 4名の計
16名で活動しています。8月にはインターハイを控え、全国選抜大会
で果たせなかった団体での勝利を目標に日々練習に励んでいます。

近畿大会結果
団体　3位
個人　フリースタイル　             60kg 級　3位　今村　有希
　　　グレコローマンスタイル  55kg 級　2位　弓削      仁　 
   　   60kg 級　3位　小山征一郎

村上）

特色である「伊丹育ちあい（共育）プロジェクト」が、

関学生・京大生や地域・店舗の支援を得て、高大連携・

地域連携で運営されています。高校生の活躍が可視

化されるため、市民から高い評価を得ています。

平和活動を展開している
ピーター・カズニック氏（アメリカン大学教授）
と一緒に。（写真左が畑井克彦先生）


